











































大ヒットと言われた。ところが本作は 1 月 29 日
の初演から 32 回連続上演され、その年の公演期












































旅』A Journey to London の題目で執筆した未完の































更がなく、第 1 幕はタウンリー卿の邸宅、第 2 幕
はマザリー夫人の家、第 3 幕は再びタウンリー卿
の邸宅、第 4 幕は再度マザリー夫人の家である。











































































































































作 と 考 え ら れ て き た。1770 年 の The Dramatic 
































































恋さまざま』Love in Several Masques で、まだ弱















































1 場から第 4 場がマッチレス卿夫人の邸宅、第 5
場から第 10 場がサー・ポジティヴ・トラップの





おしゃべりをする。第 3 幕は、第 1 場から第 12
場までマッチレス卿夫人の邸宅、第 13 幕と第 14





モアがさらに恋愛の話をする。第 4 幕は、第 1 場
から第 4 場までがハイドパークに設定され、第 5
場から第 7 場までがサー・ポジティヴの邸宅、第






ポジティヴの邸宅、第 8 場と第 9 場がコヴェント





























したがって、第 2 作『法学院の伊達男』The 







得ていないにもかかわらず、予定通り 10 月 31 日
に開館した 10。この無免許の劇場で、開館翌年の
1730 年 1 月 26 日初演され、連続 9 夜の上演が行
われた。グッドマンズフィールズ劇場としてはレ
イフの『しゃれた貴婦人』と並んで当たりの新作








































優を変えて、6 月 24 日から、イタリア歌劇の公
演を行っていたキングズシアターで 8 月 22 日ま
で 16 回上演され、さらにバーソロミューフェアー










The Author’s Farce は、ロンドンのもう一つの無免





































































































































Sure, such a Day as this was never seen!
The Sun himself, on this auspicious Day,
Shines like a Beau in a new Birth-Day Suit:

































































































なったわけではない。『1700 − 1776 年における
アディスンの『カトー』およびリロの『ロンド

















































はなかった。この公演期は 11 月 4 日にレオの『カ
トー』で開始される。キングズシアターは基本的
に火曜日と土曜日に公演を行っていたので、5 回
連続公演を行って、11 月 18 日まで続いた。11 月
22 日には『アレクサンドロス』の公開練習を行い、
11 月 25 日から 12 月 3 日まで 3 回の連続公演を
行う。12 月 5 日には 1718 年に初演された英語の
歌詞の音楽劇『エイシスとガラティア』が初演さ
れ、12 月 16 日まで 4 回の連続公演が行われる。
12 月 19 日には『アレクサンドロス』が再演され、
12 月 26 日と 12 月 30 日に繰り返される。1 月 2
日から 4 回連続で『トレミー』の公演が行われ、
少し置いて 1 月 26 日、1 週間置いて、2 月 3 日か
ら 3 回連続の公演、また 1 週間おいて 2 月 17 日
と 2 月 20 日に『オルランド』の公演が行われる。
3 月 3 日には第 1 次王立音楽アカデミー時代の『フ
ロリダンテ』が再演され、3 月 13 日まで 4 回の
連続公演が行われる。3 月 17 日には英語による
オラトリオ『デボラ』が初演され、3 月 27 日か
ら 5 回の連続公演が行われた。4 月 14 日と 17 日
には 1718 年に作曲された英語によるオラトリオ
『エステル』が改定されて上演された。4 月 21 日、
27 日、5 月 1 日、5 月 5 日には『オルランド』が
上演され、5 月 8 日、15 日、19 日には再び『フ


































The Nobil i ty opened on 29 October at  the 
Haymarket with Artaserse,……;　‘Senesino had 
the part of a furious tyrant’, Burney reported, ‘and 
Farinelli that of an unfortunate hero in chains; but 
in the course of the first air, the captive so softened 
the heart of the tyrant, that Senesino, forgetting his 
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George Friderick Handel’s activities in the middle of 1730’s tend to be regarded from the viewpoint of factional 
clashes, but the quality of Handel’s works of Orlando, Ariodante, and Alcina gives us doubts about the traditional 
explanation.
Robert D. Hume’s study on the London Stage from 1728 to 1732 sheds some lights on the nature of the 
competition between Handel and the Opera of the Nobility.
Hume objectively argues that Henry Fielding’s plays changed the London Stage in the 1730’s, increasing the 
audience by providing amusing farces and burlesques.
This study analyses Fielding’s first four plays, and shows how he developed his innovative ideas of making 
plays, finally activating the London Stage.
By comparing the active playwriting, and conservative management of the second Royal Academy of Music, 
some aristocrats’ desires of establishing a new Italian opera company seem natural. The setting up of the Opera 
of the Nobility, actually, had some positive effects: Handle wrote great operas, and his opponents also made some 
impressive performances.
（2014 年 10 月 30 日受理）
Handel and the London Stage 1728-1734
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